
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二日間、好天に恵まれて… 楽しかった修学旅行 無事終了！ 
１０月１４日、雲一つない秋晴れの中、３年生が修学旅行に出発しました。これまで時期の延期や目的地の変更等、いろいろと心配されてきましたが、 

この二日間、最高の天気に恵まれて、無事終了することができました。出発式の後、バスに乗り込み、最初の目的地「大刀洗平和祈念館」に向かいました。 

そこでは中学生とあまり変わらない年齢の若者が戦争に巻き込まれ、命を落としてしまっていたという悲しい事実を、様々な展示物を見たり、係の人の説明 

や本の朗読等を聞いたりすることで知ることができました。その後はマリンワールドと海の中道海浜公園へ移動。アシカ・イルカショーを見て、その後の 

自由行動で水族館の見学や公園でのサイクリング等、楽しいひと時を過ごしました。ロイヤルホテル宗像に一泊 

した後、二日目は太宰府天満宮にお参りに行き、最後は「E-ZO福岡」で多くのアトラクションを楽しみ 

ました。幸いにして体調不良者も出ず、参加者全員が無事元気に帰着しました。出発式で、「集団行動の 

大切さ」「責任感」を大事にしようと皆さんに伝えていましたが、自由行動の後の集合時間に遅れること 

なく、決められた約束も概ね守ることができていました。ホテルでの食事も“黙食”が徹底され感心しま 

した。何よりも大きなトラブルもなく無事に帰着できたので、この修学旅行は成功だったのではないでし 

ょうか。これも実行委員さんの準備や学年の先生方をはじめ、添乗員さんやカメラマンの方々のお世話が 

あったからこそです。修学旅行の思い出と感謝の気持ち、２日間で深めた友情と学んだ集団行動の大切さ 

を忘れずに、これからの学校生活を送っていきましょう。お疲れさまでした。 

  

 

ケガをした小学生のお世話を。中央っ子の立派な行動を紹介します！ 
１０月９日の土曜日、東田付近で小学生がバイクと接触し転倒した時に、中央中の

生徒がお世話をしてくれたと、小学校よりお話がありました。素晴らしい行いなので

誰かを皆に尋ねたところ、１年生の室津結菜さん、久村茉夕さん、石田杏夏さん、田

中健さんの４人であることがわかりました。４人は、小学生が転倒した場面に遭遇し、

すぐに駆け寄って声をかけました。その子が足にケガをしていたので、公園の水道で

傷口を洗い、田中さんが持っていた絆創膏を貼ってあげました。幸いにして小学生は

自分で帰宅することができましたが、そのことをお家の方に言ったことで、４人の行

動が分かったのです。大変感謝されていました。 

このような場面に遭遇することは滅多にありませんが、その時に困っている人へ声

をかけ、手助けができることはとても素晴らしいことです。また、この４人に話を聞

いた時、「足を洗ってあげただけ」「絆創膏をはってあげただけ」と、それが当り前の

ことのように言っていました。そうしなければいけないという思いはあっても、実際

に手を差し伸べることはなかなかできることではありません。ごく自然にそのことが

できる生徒がいたことは嬉しい限りです。このような善行は、当事者だけでなく見て

いる人、聞いた人を笑顔にし、思いは伝染していきます。きっとこの話を聞いた人も

ケガをした小学生も、困っている人がいたら迷わずに手を差し伸べると思います。優

しさの輪を広げてくれた室津さん、久村さん、石田さん、田中さんに感謝です。あり

がとうございました。この輪が中央中からさらに広がっていくことを願っています。 

４人の1年生にコメントをもらいました。（抜粋） 
 

 

 

 

 

 

｢夢に向かって…｣ ５組がリモート交流授業を行いました！ 
１０月１２日、５組が進路学習でリモート交流授業を行いました。交流のお相手は

デフバレーボール（聴覚障がい者のバレーボール競技）女子全日本代表の中田美緒さ

んです。中田さんは現在大学に通い教員免許の取得を目指し勉強しながら、デフバレ

ーボールの日本代表として活躍されています。講話では「デフバレーボールで世界一

になる」（世界大会は2022開催）「教員になる」という 

大きな夢に向かって頑張っていることをお話ししていた 

だきました。交流では「今まで辛かったことは？」等の 

質問に、今までのご苦労を笑顔で答えられ、夢を持つ 

ことで乗り越えてきたことが多いのだろうと感じました。 

５組の皆さんにも十分に伝わったようです。とても 

有意義な交流になりました。 

                         令和３年１０月２６日 

北九州市立中央中学校 

校長  宮 基 章 弘 

              第 １２ 号 

                              

            

 

令和３年度 

学校だより 

 自立 克己 友愛 

＜学校教育目標＞ 

◎規律ある学校生活を通して、確かな学力を 

身に付けさせ、健やかな体と思いやりのある 

心豊かな生徒を育成する 

 

「Fall Festival」準備進行中！ 

 10月29日に行われる「Fall Festival」の取組、準備が進行中です。 

この日は、午前中に体育的行事を行い、午後は文化的行事を行うイベントで、その両

方の準備に先生と生徒が一丸となって取組を進めています。 

午前の体育的行事では、全体で行う「ダンス・フォー・ザ・フューチャー」に始ま

り、走競技や競争遊戯、最後に3年生の 

集団演技を行います。 

午後の部は、今まで授業で取り組んできた 

作品や学年で制作した展示物の鑑賞と3年生 

による「ボディーパーカッション」と、最後 

は生徒会のエンディングで幕を閉じます。 

この日は3年生にとって最後の大きな学校 

行事となりますので、主役となって頑張って 

もらわなければいけません。大変でしょうが 

心を一つにして、まさに「一蓮托生」、学校 

全体で新たなストーリーを創っていきましょう。 

生徒会作成「Fall Festival」スローガン掲示！ 

1階廊下に、「Fall Festival」のテーマである 

『一蓮托生 ～新たなストーリーを創造しよう～』 

が掲示されました。皆で手を携えていこうという 

「一蓮托生」の文字に、何かに向かって手を伸ば 

している私たちの姿が描かれています。その先に 

は何があるのか、今回の行事で私たちは何を掴め 

るのか…思いの詰まったスローガンに見えます。 

忙しい中、生徒会執行部が作成してくれました。 

「Fall Festival」の華になります。ありがとう 

ございました。 

 

輝け！中央中 

中央ＮＯＷ！ 学校行事や生徒の様子をお届けします。 いいね👍頑張れ！中央っ子！ ＝輝く生徒たち！＝ 

◇10月２９日（金）の「Fall Festival」の日は、午前中を【学校開放日】としております。 

観覧については、グラウンドでの体育的行事に加え、武道場、多目的ホールで生 

徒の展示作品もご覧いただけます。 

なお、当日の円滑な進行とコロナ予防対策のため、ご留意頂くことがございます。 

・観覧されるご家庭は、事前にお配りする参観票を当日ご提出ください。 

・会場でのマスク着用、密の回避、検温等のコロナ予防対策にご協力ください。 

      ・お車での来校はご遠慮ください。（ご事情のあるご家庭は教頭までご相談ください） 

     その他、詳細はプログラム等後日配布するプリントをお読みください。 

    ◇修学旅行については、一泊二日で予定通り実施できそうです。宿泊行事前の事

前 

PCR検査（任意）にご協力をお願いします。 

保
護
者
の
皆
様
へ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

10/14 ホテルから見えた夕日 

思い出いっぱいです！ 

3年生学年練習の様子 

2年生競争遊戯の練習 

 

・当たり前のことをしました。これからも困った人に優しくできる中央中学校であればいいと思います。（室津さん） 

・あの日帰ってとても心配していたけれど、男の子が元気でいることがわかってとても安心できました。（久村さん） 

・「私がしたことはとても普通の事では？」と思っていたけど、「すごい」とほめてくれたり、「ありがとう」と感謝されたり

しました。私はその子を助けられてよかったと思います。（石田さん） 

・心配したけど、小学生が元気でよかったです。これからも困っている人がいたら当然、手助けします。（田中さん） 

リモート授業風景 


